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ら，制御者の操作出力は基本的 i乙次の 3 つの成分から成ることを示している。第 1 は連続的に変化する
目標入力についての予知・記憶に従って形成され，出力される成分:予知・記憶成分，第 2 はシステム





































方法を提案し，乙れにより人間の制御動作をより明快に説明する ζ とに成功しているO すなわち
(1) 予知・記憶機構が不十分な段階ではフィードパックを主体とした誤差補償成分によって制御が行わ
れるが，習熟するにつれて予知・記憶成分の果たす役割が増加する。
(2) 予知・記憶成分の精度は制御対象や目標入力の変化速度によって異なる。
(3) 誤差補償成分は予知・記憶成分の不十分さを補うもので，操作の精度向上に寄与している。
などの点を明らかにしている。
以上のように本論文はレムナントとして処理されていた人聞の複雑な動作を制御工学的手法で解明し
たものであり，制御工学，人間工学の分野に貢献するところ大である。よって本論文は博士論文として
価値あるものと認める。
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